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論文内容の要旨




















シャルによって閉じ込められており，電子聞には 1/X 2 型の相互作用と交換相互作用が働くとしたモデルにおいて，
Jastrow 型の波動関数を用いて，多体系の波動関数とエネルギーを厳密に求めているO その結果，電子スピンの自由
度に起因する 2 種類の独立な周期の振動構造が伝導度のフェルミ・エネルギー依存性に現れることを示している。





























導出している O その結果，伝導度のフェルミ・エネルギー依存性には電子相関効果によって少なくとも 2 種類の振
動構造が現れることを指摘している。
以上のように，本論文はデバイスとの関連で大切である量子細線中の輸送現象に現れる電子の波としての性質とさ
らには電子波間の相関効果を調べたものである。その結果、基礎的な面のみならず，応用の面でも非常に有益な知見
を得ており，応用物理学，特に固体電子工学に寄与するところが大き ~)o よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認、める。
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